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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

午
前
９
時
30
分
に
開
会
。

議
長
団
に
山
本
克
巳
さ
ん

（
阿
東
）、
成
瀬
創
一
朗
さ

ん
（
岩
国
）
を
選
出
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
荒
木
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ

で
は
、
西
雅
史
・
全
建
総

連
書
記
次
長
、吉
田
充
宏
・

県
議
会
議
員
、
髙
野
透
・

広
島
県
建
設
労
働
組
合
執

行
委
員
長
、
西
原
茂
・
岡

山
県
建
設
労
働
組
合
執
行

委
員
長
か
ら
激
励
の
言
葉

を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
成
立
宣
言
の
後
、

令
和
７
年
度
一
般
経
過
報

告
・
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
質
問
で
出
さ
れ
て

い
た
「
令
和
６
年
の
執
行

委
員
会
に
お
い
て
提
案
し

て
い
た
組
合
看
板
の
作
製

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検

討
し
、
結
果
は
ど
う
な
っ

た
か
」
に
つ
い
て
、
執
行

部
か
ら
「
組
織
対
策
部
で

協
議
・
確
認
の
も
と
令
和

６
年
・
７
年
は
他
の
組
織

拡
大
グ
ッ
ズ
を
作
製
し
ま

し
た
。
組
織
拡
大
に
向
け

た
看
板
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
改
め
て
今
後
の
組

織
対
策
部
で
協
議
・
確
認

を
し
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
が
あ
り
、
大
き
な
拍
手

で
経
過
と
決
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
／
山
本
克
巳
（
阿

東
）
成
瀬
創
一
朗
（
岩
国
）

　

書
記
／
竹
弘
彰
孝
（
宇

部
）
村
田
克
哉
（
小
野
田
）

福
田
育
子
（
本
部
）

　
議
事
録
署
名
人
／
品
川

和
也（
萩
）近
崎
秀
幸（
光
）

　
資
格
審
査
委
員
／
宮
路

友
晴（
吉
南
）松
田
弦（
下

松
）
中
田
健
二
（
熊
毛
南
）

中
原
崇
（
下
関
）
森
川
久

（
徳
山
）竹
田
義
男（
豊
浦
）

渋
田
健
史
（
長
門
）

　

吉
村
修
（
宇
部
）
今
地

幾
太
郎
（
下
松
）
来
島
正

利
（
萩
）
河
嶋
健
司
（
吉

南
）
山
本
克
巳
（
阿
東
）

山
内
亮
（
岩
国
）
長
井
悦

則（
宇
部
）中
野
和
博（
宇

部
）
齊
藤
博
行
（
小
野
田
）

𦿷
祐
輔
（
豊
浦
）
村
岡
進

（
長
門
）
近
崎
秀
幸
（
光
）

中
村
廣
昭
（
防
府
）

◆
組
織
拡
大
数

下
松
支
部
・
光
支
部
・
豊

浦
支
部

◆
組
織
拡
大
率

阿
東
支
部

　
「
統
一
と
団
結
の
も
と
、
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し

つ
つ
諸
要
求
実
現
に
向
け
て
一
層
が
ん
ば
ろ
う
」。
建
設

山
口
は
第
61
回
定
期
大
会
を
６
月
28
日
、
山
口
市
「
か

め
福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
」
で
開
催
。
代
議
員
１
０
８
人
、

役
員
40
人
、
来
賓
４
人
な
ど
計
１
７
３
人
が
参
加
し
、

令
和
７
年
度
の
総
括
と
１
万
２
千
人
組
織
を
目
指
す
こ

と
を
柱
と
し
た
令
和
８
年
度
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
令
和

８
年
度
運
動
方
針
案
と
予

算
案
を
一
括
提
案
。

　

併
せ
て
全
建
総
連
組
合

費
値
上
げ
や
組
織
減
少
に

伴
い
財
政
状
況
が
厳
し
く

な
る
こ
と
か
ら
令
和
９
年

度
か
ら
組
合
費
１
２
５
円

引
き
上
げ
も
提
案
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
で
運
動
方
針

と
予
算
と
と
も
に
組
合
費

の
引
き
上
げ
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
個
人
表
彰
と

組
織
拡
大
支
部
へ
の
表
彰

が
あ
り
、
大
会
宣
言
並
び

に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
が
行
わ
れ
、
最
後
に
全

建
総
連
・
西
書
記
次
長
の

音
頭
の
も
と
、
全
員
で
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
閉

会
し
ま
し
た
。

　

１
万
２
千
人
組
織
を
目

指
し
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確

認
し
、
更
な
る
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。（
祝
電
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
２
面
に
記

載
）

　

令
和
７
年
12
月
に
第
三

次
・
担
い
手
３
法
が
全
面

施
行
さ
れ
、
労
務
費
に
関

す
る
基
準
の
策
定
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
レ
ベ
ル
別
年
収
が
示

さ
れ
る
な
ど
、
賃
金
・
単

価
の
引
き
上
げ
に
向
け
て

か
つ
て
な
い
強
力
な
追
い

風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中

で
全
建
総
連
で
は
「
賃
上

げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
を
提
起
し
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
賃
金
引
上
げ
特

設
サ
イ
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、Y

ouT
ube

内

で
「
賃
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
ト
動

画
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
画
で
は
、
国
の

制
度
概
要
や
賃
上
げ
チ
ャ

レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
内

容
が
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
と
動
画
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

執
行
委
員
長

　

荒
木　

泰
司
（
下　

関
）

副
執
行
委
員
長

　

内
山　

秋
久
（
山　

口
）

　

橋
本　

晴
夫
（
宇　

部
）

　

佐
々
木
浩
之
（
柳　

井
）

書
記
長

　

山
田　

好
男
（
吉　

南
）

会
　
計

　

河
野　

雅
次
（
長　

門
）

会
計
監
査

　

藤
井　

洋
巳
（
熊
毛
南
）

　

竹
本　
　

登
（
小
野
田
）

　

伊
藤
幸
太
郎
（
徳　

山
）

組
織
対
策
部

◎
久
保
登
志
正
（
徳　

山
）

○
藤
田　

裕
政
（
長　

門
）

　

小
池　

延
幸
（
岩　

国
）

　

西
嶋　

真
人
（
宇　

部
）

　

橋
本　

信
康
（
下　

松
）

社
会
保
障
対
策
部

◎
浅
田　
　

誠
（
下　

松
）

○
宮
脇　

光
義
（　

萩　

）

　

松
永　

裕
治
（
岩　

国
）

　

中
野　

弘
志
（
小
野
田
）

　

田
口　

重
信
（
下　

関
）

賃
金
対
策
部

◎
宮
本　

豊
久
（
岩　

国
）

○
為
栗　

正
美
（
山　

口
）

　

濱
村　

武
紀
（
宇　

部
）

　

小
川　

和
広
（　

光　

）

技
術
対
策
部

◎
瀧
口　
　

治
（
美　

祢
）

○
増
田　

淳
二
（
豊　

浦
）

　

川
野　

寛
徳
（
岩　

国
）

　

松
本　

新
一
（
宇　

部
）

教
育
宣
伝
部

◎
熊
谷　

龍
夫
（
山　

口
）

○
金
子　

浩
一
（
下　

関
）

　

北
乘　
　

誠
（
吉　

南
）

税
金
対
策
部

◎
戸
成　
　

勉
（
宇　

部
）

○
浜
下　

照
文
（
下　

松
）

　

河
野　

公
彦
（
熊
毛
南
）

住
宅
対
策
部

◎
曽
我　
　

隆
（
防　

府
）

○
香
井　
　

誠
（
下　

松
）

　

和
田
比
呂
史
（
吉　

南
）

労
働
対
策
部

◎
原
田　

広
人
（
吉　

南
）

○
伊
藤　

弘
之
（
山　

口
）

　

徳
原　

栄
治
（
徳　

山
）

　

三
上　

真
慶
（
防　

府
）

　

平
野　
　

陣
（
柳　

井
）

青
年
部

◎
生
田　

真
規
（
熊
毛
南
）

◎
は
部
長
、
○
は
副
部
長

令
和
８
年
度
役
員

参加者全員でガンバロー三唱

１
万
２
千
人
組
織
め
ざ
し

１
万
２
千
人
組
織
め
ざ
し

　
さ
ら
な
る
発
展
を

　
さ
ら
な
る
発
展
を

統一統一とと団結団結のもとのもと諸要求実現諸要求実現へへ
第 61回第 61回
定期大会定期大会

大
会
諸
役
員

個
人
表
彰

令
和
９
年
度
か
ら
組
合
費
１
２
５
円
引
き
上
げ
承
認

支
部
表
彰

議長を務めた山本さん（左）と成瀬さん
特設サイト
QRコード

全建総連が動画をアップ

賃上げチャレンジ
ミッション

YouTubeで公開中

〈　　　　　　　　　〉
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大
工
職
の
技
能
体
験

県
内
の
中
高
生
が
参
加

県
内
の
中
高
生
が
参
加

祝
電·

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
敬
称
略
）

【
議
員
関
係
】

衆
議
院
議
員　

林
芳
正

衆
議
院
議
員　

高
村
正
大

衆
議
院
議
員　

岸
信
千
世

衆
議
院
議
員　

吉
田
真
次

衆
議
院
議
員　

俵
田
祐
児

衆
議
院
議
員　

平
林
晃

参
議
院
議
員　

北
村
経
夫

参
議
院
議
員　

江
島
潔

県
議
会
議
員　

島
田
教
明

県
議
会
議
員　

吉
田
充
宏

県
議
会
議
員　

江
本
郁
夫

県
議
会
議
員　

笠
本
俊
也

県
議
会
議
員　

岡
生
子

【
山
口
県
】

山
口
県
知
事　

村
岡
嗣
政

山
口
市
長　
　

伊
藤
和
貴

【
関
係
団
体
】

山
口
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

山
口
推
進
本
部

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

山
口
県
連
合
会

【
全
建
総
連
関
係
】

北
海
道
連

青
森
県
連

秋
田
建
労

山
形
県
連

全
建
総
連
福
島

茨
城
県
連

栃
木
県
労

群
馬
県
連

建
設
埼
玉

埼
玉
土
建

千
葉
県
連

千
葉
土
建

神
奈
川
県
連

東
京
都
連

山
梨
県
連

新
潟
ユ
ニ
オ
ン

長
野
県
連

岐
阜
建
労

静
岡
建
労

全
建
愛
知

三
重
建
労

滋
賀
建
築

京
都
建
労

大
阪
建
労

兵
庫
県
連

奈
良
建
築

ア
ー
キ
テ
ク
ト
ン
奈
良

和
歌
山
建
労

鳥
取
県
連

島
根
建
連

広
島
建
労

徳
島
建
労

フ
レ
ッ
セ

香
川
建
労

愛
媛
建
労

高
知
建
労

福
岡
建
労

佐
賀
建
連

建
設
長
崎

大
分
建
労

宮
崎
建
産
労

　

６
月
３
日
、
や
ま
ぐ
ち

富
士
商
ド
ー
ム
を
会
場
に

「
や
ま
ぐ
ち
建
設
産
業
魅
力

　

５
月
18
日
、
建
設
山
口

は
山
口
県
と
の
「
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
の
目

的
は
、
県
内
の
建
築
物
に

お
け
る
県
産
木
材
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
材
の
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
「
設
計
・

建
築
大
工
等
に
係
る
技
術

者
の
育
成
、
大
工
技
能
者

等
の
入
職
促
進
・
担
い
手

確
保
、
需
要
に
応
じ
た
品

質
の
確
か
な
県
産
材
の
安

定
的
な
供
給
の
確
保
」
を

主
な
柱
に
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
を
含
め
た
８

団
体
（
県
建
築
士
事
務
所

協
会
・
県
建
築
士
会
・
日

本
建
築
家
協
会
山
口
地
域

会
・
県
ビ
ル
ダ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
西
瀬
戸
ビ
ル

ダ
ー
ズ
サ
ロ
ン
・
県
木
材

協
会
・
県
森
林
組
合
連
合

会
）
が
合
同
で
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
建
設
山
口
か

ら
荒
木
委
員
長
、
山
田
書

記
長
が
出
席
。
協
定
式
前

段
で
の
村
岡
県
知
事
と
各

団
体
と
の
懇
談
で
は
、
荒

木
委
員
長
が
直
接
、
模
型

を
活
用
し
「
木
材
の
素
晴

ら
し
さ
」
を
村
岡
県
知
事

に
伝
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
締
結
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
建
設
山
口
は
他

団
体
と
協
力
し
、
県
産
木

材
の
利
用
促
進
に
向
け
た

事
業
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

建
設
山
口
内
に
あ
る
三

団
体
（
中
建
国
保
組
合
山

口
県
支
部
・
一
般
社
団
法

人
山
口
県
住
宅
建
設
協
会
・

山
口
県
建
設
職
業
訓
練
協

会
）
の
総
会
を
５
月
22
日
、

建
設
山
口
本
部
会
館
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
令
和
７
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

新
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
が
全
会
一
致
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
建
国
保
組
合
山
口
県

支
部
で
は
、
集
団
健
診
事

業
に
お
い
て
県
下
全
体
で

ｗ
ｅ
ｂ
申
込
方
法
を
追
加
。

特
殊
検
診
（
有
機
溶
剤
、

特
定
化
学
物
質
等
）
や
集

団
健
診
時
に
各
地
域
（
出

張
所
）
で
計
17
回
の
婦
人

科
健
診
（
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
が
ん
検
診
）
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　
（
一
社
）
山
口
県
住
宅
建

設
協
会
で
は
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
変
更
に
伴
い
、

年
会
費
を
３
０
０
０
円

（
６
０
０
０
円
減
額
）
と
す

る
改
定
案
が
提
案
さ
れ
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

４
月
19
日
、
青
年
部
は

15
支
部
27
人
参
加
の
も
と
、

第
57
回
定
期
大
会
を
建
設

山
口
本
部
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

例
年
通
り
全
員
ス
ー
ツ

着
用
で
出
席
。
令
和
７
年

度
経
過
報
告
・
決
算
報
告
、

令
和
８
年
度
の
運
動
方

針
・
要
求
予
算
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

青
年
部
活
動
の
活
性
化

に
向
け
て
、
今
年
度
も
全

国
の
仲
間
と
情
報
交
換
を

　

組
合
が
運
営
す
る
山
口
建
設
高
等
職

業
訓
練
校
（
木
造
建
築
科
）
で
は
、
令

和
８
年
度
の
入
校
式
を
４
月
24
日
建
設

山
口
本
部
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
支
部
の
協
力
に
よ
り
２
年
ぶ
り
に

４
人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年

は
休
校
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
今
年
度

は
１
年
生
４
人
で
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

入
校
式
の
後
に
は
指
導
員
会
議
も
実

施
。
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導

方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

働
き
な
が
ら
訓
練
校
に
通
い
、
知
識

と
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
２
年
間
継
続
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
大
変
な
こ
と
で
す

が
こ
れ
か
ら
訓
練
生
は
指
導
員
の
先
生

方
と
力
を
合
わ
せ
て
、
頑
張
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
行
い
、
未
加
入

の
青
年
層
へ
加
入
の
働
き

掛
け
を
積
極
的
に
行
う
と

と
も
に
建
設
山
口
の
担
い

手
と
し
て
行
動
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
、
第
47
回
主

婦
の
会
総
会
が
７
支
部
25

人
の
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

藤
永
会
長
あ
い
さ
つ
、

基
本
組
合
か
ら
荒
木
委
員

長
・
佐
々
木
副
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
山
田
書

記
長
か
ら
情
勢
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
８
年
度

の
運
動
方
針
と
予
算
要
求

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

基
本
組
合
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
を
確

認
。
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を

学
習
し
、
未
加
入
者
へ
組

合
加
入
を
働
き
か
け
、
組

織
拡
大
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

発
見
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
中
学
生
・
高
校

生
が
実
際
に
体
験
し
な
が

ら
建
設
業
の
魅
力
や
仕
事

の
幅
広
さ
に
触
れ
、
将
来

の
進
路
と
し
て
建
設
業
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
で
す
。

　

組
合
内
の
（
一
社
）
山

口
県
住
宅
建
設
協
会
と
し

て
出
展
。
10
人
の
役
員
が

指
導
員
と
し
て
参
加
し
、

県
内
各
地
か
ら
参
加
し
た

中
高
生
に
大
工
職
の
技
術
・

技
能
体
験
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

カ
ン
ナ
削
り
体
験
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
慣
れ
な
い
カ

ン
ナ
に
苦
労
し
な
が
ら
、

上
手
く
で
き
た
際
に
は
、

友
達
と
カ
ン
ナ
屑
の
薄
さ

を
見
せ
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　

木
組
み
体

験
で
は
、
指

導
員
の
説
明

で
家
の
造
り

を
聞
い
た
後
、

み
ん
な
で
協

力
し
て
上
棟

ま
で
の
流
れ

を
体
験
。
釘
を
使
わ
な
く

て
も
頑
丈
に
組
み
立
て
ら

れ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る

生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
れ
た
生
徒
の
中
か
ら
、

少
し
で
も
建
設
業
の
担
い

手
が
出
て
く
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

各
総
会
・
定
期
大
会
を
開
催

事
業
計
画・方
針
を
決
定

三
団
体
総
会

建設産業
魅力発見フェア

青
年
部
定
期
大
会

主
婦
の
会
総
会

木組み体験

荒木委員長（左）が模型を使って知事に説明

カンナ削り体験

前列４人が新入生

令和 8 年度訓練校入校式

４人の新入生が入校４人の新入生が入校

地域材の利用促進を図る地域材の利用促進を図る
８団体が合同で締結８団体が合同で締結

建築物木材利用促進協定
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宇
部
空
港
の
バ
ラ
を
見
に

吉
南　

斉
藤　

み
ど
り

（
主　

婦
）

　

先
日
、
宇
部
空
港
ま
で

バ
ラ
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

一
面
、
色
と
り
ど
り
の
バ

ラ
に
心
身
と
も
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
ん
と
見
学
者
の
多
い

こ
と
。
駐
車
場
も
満
車
。

お
手
入
れ
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。

健
診
の
大
切
さ
実
感

徳
山　

飯
田　

美
恵

（
主　

婦
）

　

今
年
の
組
合
の
健
診
で

便
潜
血
が
プ
ラ
ス
に
。
何

の
症
状
も
な
く
、
軽
い
気

持
ち
で
大
腸
カ
メ
ラ
を
受

け
た
ら
、
な
ん
と
大
き
な

ポ
リ
ー
プ
が
３
つ
も
あ
り

ま
し
た
。

　

手
術
で
切
除
し
、
幸
い

良
性
と
の
こ
と
。
健
診
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

小
野
田　

浅
田　

舞
花

（
学　

生
）

　

今
年
、
高
校
に
入
学
し

て
勉
強
と
部
活
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

文
系
・
理
系
を
決
め
て
、

ど
こ
の
大
学
を
希
望
す
る

か
を
決
め
な
い
と
い
け
な

い
け
ど
、
よ
く
分
か
ら
な

い
の
で
進
学
に
あ
た
っ
て

今
年
の
夏
休
み
は
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
て

み
た
い
で
す
。

　

ま
だ
先
の
話
と
思
っ
て

い
た
の
に
・
・
・
。

自
分
に
は
天
職

防
府　

阿
部　

信
策

（
タ
イ
ル
張
工
）

　

タ
イ
ル
張
工
を
し
て
い

ま
す
。
自
分
に
は
天
職
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
仲
間
に
恵
ま
れ

て
、
毎
日
楽
し
く
働
い
て

お
り
ま
す
。

長
く
て
短
い
３
年
間

下
松　

吉
田　

亜
衣
子

（
主　

婦
）

　

長
女
が
高
校
に
入
学
し

て
も
う
す
ぐ
で
２
か
月
。

　

毎
日
弁
当
を
作
っ
て
持

た
せ
て
い
ま
す
。
長
く
て

短
い
よ
う
な
３
年
間
。
子

育
て
終
了
も
あ
と
３
年
か

と
思
う
と
ち
ょ
っ
と
さ
み

し
い
で
す
ね
。
子
ど
も
に

は
楽
し
い
高
校
生
活
を

送
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

空
調
服
を
着
用

吉
南　

有
冨　

信
宏

（
大　

工
）

　

今
年
も
暑
く
な
っ
て
き

き
ま
し
た
。
空
調
服
を
着

用
し
た
り
、
こ
ま
め
な
水

分
補
給
を
し
な
が
ら
仕
事

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

耐
え
ら
れ
る
か
心
配

山
口　

原
田　

美
恵

（
パ
ー
ト
）

　

夏
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
が
、
最
近
は
暑
す
ぎ

る
の
で
、
暑
さ
に
耐
え
ら

れ
る
か
心
配
で
す
。

多
く
の
仲
間
を
組
合
に

多
く
の
仲
間
を
組
合
に

萩支部青年部長
山縣巧次さん（防虫・46）

青 

の 

時と

 

間き

 

⑽
　

萩
支
部
で
、
青
年
部

長
を
務
め
て
い
ま
す
山

縣
巧
次
で
す
。

　

こ
の
、
建
設
山
口
に

加
入
し
て
い
る
方
は
建

設
業
の
中
で
も
、
大
工

が
多
数
な
の
で
す
が
、

　

害
虫
防
除
業
と
い
う

少
し
特
殊
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　

基
本
は
家
の
床
下
に

入
り
点
検
、
調
査
、
消

毒
作
業
を
主
に
し
て
い

ま
す
。
他
に
も
、
ス
ズ

メ
バ
チ
の
駆
除
や
、
害

獣
駆
除
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
色
々

や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
し
て
き

た
中
で
、
文
化
財
に
関

わ
れ
た
の
が
と
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
近
だ
と
山
口
市
の

瑠
璃
光
寺
五
重
塔
や
、

　

組
合
で
は
、
木
造
建
築

物
の
組
立
て
等
作
業
主
任

者
技
能
講
習
を
開
催
し
ま

す
。

　

軒
高
５
ｍ
以
上
の
木
造

建
築
物
の
構
造
部
材
の
組

立
て
又
は
こ
れ
に
伴
う
屋

根
下
地
若
し
く
は
外
壁
下

地
の
取
付
作
業
に
つ
い
て

は
、
木
建
の
作
業
主
任
者

を
選
任
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
仕
事
上
、
こ
の
資

格
が
必
要
な
方
は
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
５
日
（
月
）

�

６
日
（
火
）

　

�

両
日
と
も
８
時
50
分
か

ら
17
時

　

来
年
度
の
国
保
組
合
に

対
す
る
補
助
金
の
現
行
水

準
の
確
保
と
拡
充
を
求
め

る
ハ
ガ
キ
要
請
は
、
全
建

総
連
傘
下
の
組
合
が
一
斉

に
取
り
組
む
大
切
な
運
動

で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
次
の
年

の
国
保
組
合
の
安
定
運
営

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
将

来
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
の

国
保
組
合
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
今
年

か
ら
経
費
削
減
と
組
合
員

の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
て

ハ
ガ
キ
シ
ー
ト
の
活
用
に

切
り
替
え
、
各
支
部
か
ら

約
３
万
１
０
０
０
枚
を
集

約
し
、
投
函
す
る
こ
と
が

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
令
和
８
年
６
月
末
現

在
、
１
万
１
６
３
９
人
と

な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら

の
増
減
を
み
る
と
加
入
者

２
９
２
人
、
脱
退
者
が

３
３
５
人
で
43
人
の
減
少

と
、
厳
し
い
現
状
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

組
合
の
今
年
度
の
目
標

は
「
１
万
２
０
０
０
人
組

織
を
目
指
す
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、「
数
は
力
」
と

な
り
、
私
た
ち
の
諸
要
求

実
現
に
向
け
た
運
動
に
お

い
て
、
大
き
く
前
進
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

は
組
合
員
さ
ん
の
生
活
を

守
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
。
未
加
入
の

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中
建

国
保
・
労
災
保
険
・
税
金

学
習
・
各
種
共
済
制
度
等
）

を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
を
組
合
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
夏
と
冬
の
２
回
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏

も
全
支
部
で
組
織
人
員
の

２
倍
を
目
標
枚
数
に
取
り

組
み
、
全
体
で
目
標
枚
数

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
及
び
家
族
の
皆

様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
場
所
】
山
口
市
「
建
設

山
口
本
部
会
館
」

【
〆
切
】
９
月
18
日
（
金
）

【
受
講
料
】
５
０
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

　

�

１
３
０
０
円
（
建
設
山

　

は
じ
め
ま
し
て
、
渡

邉
美
由
紀
と
申
し
ま
す
。

５
月
か
ら
入
局
い
た
し

ま
し
た
。

　

普
段
は
３
人
の
子
ど

も
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
応

援
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
も
早
く
仕
事
を

覚
え
て
、
組
合
員
さ
ん

の
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

萩
市
内
は
松
陰
神
社
や

大
照
院
等
に
関
わ
ら
せ

て
頂
き
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

私
が
青
年
部
長
に
な
っ

た
の
が
41
才
の
時
、
今

年
で
46
才
を
迎
え
、
50

才
の
大
台
と
萩
支
部
青

年
部
長
の
世
代
交
代
が

近
づ
い
て
お
り
ま
す
。

　

萩
支
部
の
若
い
方
、

青
年
部
の
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
、
一
緒
に
頑

張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

支　部 令和 8 年６月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 57 -3
岩国 1,754 9
宇部 1,576 -3
小野田 468 -12
吉南 1,019 -2
下松 1,563 7
熊毛南 200 -3
下関 955 -11
徳山 646 -2
豊浦 210 4
長門 157 -4
萩 169 4
光 223 0
防府 895 -21
美祢 144 3
山口 1,185 -4
柳井 418 -5

計 11,639人 -43

口
組
合
員
は
５
０
０
円

に
な
り
ま
す
）。

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
属
の
支
部
ま
た
は
本

部
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

重症度 症　状 手　当

Ⅰ度 ・めまい、立ちくらみ
・筋肉の硬直

・冷所で安静
・水分と塩分の補給

Ⅱ度 ・頭痛、口の渇き
・イライラする、倦怠感

・医療機関での診療が必要

Ⅲ度 ・意識障害、けいれん発作
・身体が熱い ・積極的に体を冷やす

・入院治療が必要
Ⅳ度 ・意思疎通ができない

・深部体温40℃以上

熱中症
STOP！

　令和７年の熱中症による
死傷者は、前年より増加し
1,803 人、うち死亡者は 19
人となっています。その中
でも、建設業が５人ともっ
ともに多い業種となってい
ます。
　熱中症とは高温・高熱の
場所で長時間過ごし、さら
に作業や運動が加わると、

身体は皮下血管の拡張や発
汗で機能を維持しようとし
ますが、限度を超えると体
内の塩分喪失の症状だけで
なく、ときに生命の危険を
伴う障害を招きます。
　熱中症の症状が表れた
ら、すぐに医師などへ連絡
し、適切な指示を受けま
しょう。

全
体
で
目
標
達
成

全
体
で
目
標
達
成

ハ
ガ
キ

要
請
行
動

新
職
員
の
紹
介渡邉さん

木建の技能講習木建の技能講習
−10月に組合で開催−
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個
人
営
業
の
小
さ
な
お
店

作・斉藤達夫

危険な暑さ

「
地
球
温
暖
化
の

時
代
は
終
わ
り

『
地
球
沸
騰
』の

時
代
が

到
来
し
た
」

ま
さ
に

地
球
は

煮
え
返
っ
と
る
わ
い

お
湯

わ
い
た
ヨ
〜

「
夏

　日
」に

「
真
夏
日
」

「
猛
暑
日
」と

暑
さ
も

じ
わ
じ
わ

エ
ス
カ
レ
ー
ト

つ
い
に

「
酷
暑
日
」

な
ん
て
の
も

命
に

か
か
わ
る

危
険
な
レ
ベ
ル

•

　•

リレーエッセイ 188

長門　藤田　裕政
（大工・66）

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
淡
い
←
→
○
○

③
１
ド
ル
１
３
０
円
が

１
４
０
円
に
な
る
と
？

㉑
二
日
酔
い
対
策
の
ド
リ

ン
ク
の
原
料
に
も
用
い

ら
れ
る
。
○
○
○
の
力
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
赤
ち
ゃ
ん
を
運
ん
で
く

る
鳥
。

②
た
の
む
こ
と
。
た
の
み
。

③
神
社
や
寺
に
納
め
る
絵

の
額
。

④
男
は
42
歳
、
女
は
33
歳

な
ど
の
歳
。

⑤
金
太
郎
が
ク
マ
と
取
り

ま
し
た
。

⑦
雨
か
ん
む
り
に
下
と
書

い
て
何
と
読
む
？

⑩
分
子
が
分
母
よ
り
大
の

数
。

⑫
７
月
の
誕
生
石
。
ヒ
ッ

ト
曲
、
○
○
○
の
指
輪
。

⑭
滝
の
近
く
に
行
く
と
か

か
り
ま
す
。
水
○
○
○
。

⑯
何
か
を
貸
す
こ
と
。
一

般
的
に
は
、
お
金
を
貸

す
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
ま
す
。
住
宅
○
○
○
。

⑱
○
○
は
友
を
呼
ぶ
。

⑲
自
分
だ
け
の
利
益
を
は

か
る
こ
と
。
○
○
主
義
。

◆
◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
９
月
４
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
仕

事
や
生
活
の
こ
と
な
ど
短

い
文
章
を
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
331
号
解
答
◇

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

〈
当
選
者
﹀【
吉
南
】
白
石

海
宝
・
山
本
綾
【
下
松
】

浅
原
秀
明
【
下
関
】
花
岡

雅
之
【
徳
山
】
吉
沢
昌
代

【
長
門
】
山
村
勝
宏
【
萩
】

米
原
佳
子
【
光
】
田
村
弘

美【
防
府
】上
原
好
則【
柳

井
】
河
田
雄
馬

�

（
応
募
総
数
34
）

広
島
の
味
を
忠
実
に
再
現

E

B

D

C

A

1

6

9

13

20

2

14

17

3

12

15

10

21

4

8

19

5

16

7

11

18

スタンダードなスタイルで提供

2004年に開店

　【
柳
井
・
佐
々
木
浩
之

（
土
工
・
52
）】
広
島
風
お

好
み
焼
き「
極
楽
と
ん
び
」

は
２
０
０
４
年
11
月
開
店
。

以
来
21
年
間
、
広
島
市
民

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る

お
好
み
焼
き
を
、
地
元
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ス
タ
イ

ル
を
そ
の
ま
ま
柳
井
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
営
業
の
小
さ
な
お

店
な
の
で
、
凝
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
な
く
、
品
数
も

決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
店
主
が
広
島
に
住

ん
で
大
好
き
に
な
っ
た

コ
ロ
ナ
が
運
ん
だ

新
た
な
現
場

　６年前、コロナ禍で外出
もままならない頃、「何か
家で楽しめることはないか」
と始めたのが錦鯉でした。
　自宅にあった休眠中の泉水を再
生させたのが始まりで、２年前から
は錦鯉の自家生産にも挑戦しておりま
す。
　最初は右も左も分からず、卵が孵っ
ただけで大喜び。ところが育ててみる
と、これがなかなか奥深く、気が付け
ば家内の目を盗んでは飼育プールの前
で過ごすようになりました。
　そして先日、苦労して育てた錦鯉を
自宅の泉水へ放流しました。悠々と泳
ぐ姿を眺めながら、「ようやく一人前
になったな」と、まるで子どもを送り

出す親のような気分です。
　ところが趣味というものは
増殖するもので、今では錦鯉だ

けでなく、メダカ、らんちゅう、
さらにはスイレンなどの水草まで仲

間入り。気が付けば我が家は小さな水
族館兼植物園のようになっています。
　家族からは「次は何を飼うつも
り？」と警戒されていますが、私自身
にも分かりません。
　建築も魚の飼育も、手間をかけた分
だけ応えてくれるところが魅力です。
これからも仕事は真面目に、趣味はほ
どほどに・・・と言いたいところです
が、どうやら魚たちはそう簡単には放
してくれそうにありません。

「
お
好
み
焼
き
」
を
忠
実

に
再
現
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　

大
盛
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
・

も
や
し
に
お
す
き
な
具
材

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、
ぱ
り

ぱ
り
の
細
麺
と
あ
わ
せ
て

オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
と
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
で
頬
張
る
、
飾
ら

な
い
ざ
っ
く
り
と
し
た
食

感
を
楽
し
め
ま
す
。

　

広
島
の
お
好
み
焼
き
屋

の
「
定
番
」
に
こ
だ
わ
っ

た
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
と
キ

ン
キ
ン
の
生
ビ
ー
ル
も
ご

一
緒
に
ど
う
ぞ
。

⑥
カ
メ
に
乗
っ
て
竜
宮
城

へ
。
○
○
○
○
太
郎
。

⑧
糸
を
た
ら
し
て
巣
を
張

り
ま
す
。
芥
川
龍
之
介

の
小
説
「
○
○
の
糸
」。

⑨
ラ
ジ
オ
な
ど
の
雑
音
や

騒
音
。

⑩
生
け
花
、
○
○
○
を
習

う
。

⑪
足
首
の
両
側
に
突
き
出

た
骨
は
？

⑬
預
金
や
貯
金
の
○
○
は
、

多
い
程
い
い
で
す
ね
。

⑮
液
体
を
入
れ
る
口
の
狭

い
容
器
。

⑰
「
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
」

と
言
え
ば
。

⑳
戸
や
障
子
の
下
の
横
木
。

藤田さん

2026年7月17日 ～9月30日 まで（金） （水）

お入りの支部にあります案内チラシのQRコードを読
み取ると、チケット販売ページが表示されます。購入枚数・購入者情報を入
力。決済・購入完了をしてください。来園当日は電子チケットをご準備の上、
入園手続きをしてください。5名様まで、上記特別優待料金にてチケットをご
購入できます。詳しくはお入りの支部へお問い合わせください。

デイパスポートチケット
券　種 特別料金当日窓口料金（４歳以上共通）

（入園＋アトラクション利用）

当日窓口料金より夜間営業日（～20：00）
（税込） 1,100円OFF4,200円

通常営業日（～17：00）
（税込）3,600円

極楽とんび
住所：柳井市柳井3069-7
TEL：0820-23-8620
営業時間：11：00～13：00
　　　　　15：00～21：30

お好み焼き


